
 

本件に関するお問い合わせ先 

 

 

◆収蔵作品秀作展 伊那に伝わる美の系譜 

収蔵作品から、中村不折、池上秀畝をはじめとする郷土作家、木内克、福沢一郎などの 

原田コレクション作家、東京藝術大学との交流による作家などの作品を展示し、明治・ 

大正・昭和、そして現在へと続く伊那の美の流れを紹介します。 
 

 

１ 会   期  令和 7年 3月 8日（土曜日）～5月 18日(日曜日) 

２ 会   場  信州高遠美術館 第一・第二展示室 

３ 開館時間  午前 9時～午後 5時(最終受付午後 4時 30分) 

４ 料   金  500 円(割引料金 400円) 

 

◆収蔵作品秀作展 伊那に伝わる美の系譜 オープニング式典 

１ 日   時  令和 7年 3月 8日（土曜日） 午前 10時 

２ 会   場  信州高遠美術館 ロビー 

３ そ の 他  式典に先だちミニコンサートを開催します。 

         出演 下平 朋彦さん(ヴァイオリン) 

            原 葉子さん(ピアノ) 

添付資料 有 無 

プレスリリース 

（報道関係各位） 

令和 7 年 3 月 3 日 

生涯学習課 信州高遠美術館 

長野県伊那市 生涯学習課 信州高遠美術館 

 (館長) 武井 (副館長) 馬場 

電 話：０２６５－９４－３６６６ 

ＦＡＸ：０２６５－９４－３９３６  E-mail：t-bjk@inacity.jp 

信州高遠美術館では、令和 7年 3月 8日(土)から 

収蔵作品秀作展 伊那に伝わる美の系譜」を開催します。 

また、展覧会初日にオープニング式典を行います。 

 

 

 

信州高遠美術館 収蔵作品秀作展  

伊那に伝わる美の系譜 オープニング式典のお知らせ 



※障害者手帳をお持ちの方は受付にてご提示ください。
ご本人様と付き添いの方１名様まで入館料が全額免除になります。
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1　押元一敏《forest》2019 年 / 紙本着色　　　　　3　中村不折《卞和璞を抱いて泣く》1914 年 / 油彩画布
2　池上秀畝《牡丹孔雀図》制作年不詳 /絹本着色　4　平櫛田中《花下拱手》( 試作 )1920 年 / 木彫　

2025.

【主　   催】

収蔵作品秀作展

1

4

（　）火 （　）火 （　）金 （　）火

（　）火（　）水

【開館時間】

【休 館 日】

5 月 7 日   、13 日

一般 500 円 (400 円 )　※(  ) 内は割引料金

高校生以下および１８歳未満の方の入館料は無料

午前 9 時～午後 5 時（最終受付は午後 4 時 30 分）

3 月 11 日　　、18 日　 、21 日　 、25 日

【入 館 料】

伊那市、伊那市教育委員会、信州高遠美術館
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3 8. 5 18 (  日  ).(  土  )

同 時 開 催

＜市民ギャラリー展＞
「高遠石工」写真展「日本で最も美しい村」高遠

～



割引 本チラシを当館受付にお持ちいただくと、 入館料が 100 円割引になります。 　　　

JR飯田線

396-0213 長野県伊那市高遠町東高遠 400

中央自動車道

アクセス・交通

TEL

〒

MAIL

FAX

■伊那 I.C. から国道 361 号を経由 30分
■諏訪 I.C から国道 152 号を経由 50 分
■小黒川スマート I.C. から 25 分

■伊那バスターミナル・伊那北駅から高遠線 JR
　バス 25 分で高遠駅。 高遠駅から徒歩 25 分

※さくら祭りの会期中は、美術館周辺の駐車場は有料です。

※混雑時、普通車は高遠城跡公園方面及び、美術館周辺へ入ることができませんのでご注意ください。

戸田祐暉《暮色》1950 年 / 絹本着色

江崎孝坪《初夏》制作年不詳 /紙本着色

小坂芝田《竹林七賢人》1917 年 / 絹本着色

木内克《裸婦》1964 年 / テラコッタ

中村琢二《夏の少女》1973 年 / 油彩画布

張替正次《野辺山五月》1957 年 / 油彩画布

平松譲《夜明けの磯》1981 年 / 油彩画布

　信州高遠美術館が１９９２年の開館以来３３年間で収集した作品は、郷土作家、原田コレクションの作品をはじめ約 1900 点　

にのぼります。郷土作家の中村不折、池上秀畝、小坂芝田、江崎孝坪らは、明治・大正・昭和と活躍し、その伝統と業績は

現在まで連綿と引き継がれています。また、美術館建設のきっかけになった高遠出身の画家原田政雄が生涯をかけて収集した

原田コレクションは、中央で活躍した 16 人の作家の幅広く多彩な作品群により美術界の時の流れを伝えてくれます。さらに

伊那市は、高遠出身の伊澤修二が東京藝術大学の前身になる東京音楽学校の初代校長を務めた縁で、東京藝術大学との連携

事業を進めており、現在・未来の美の創造者と交流しています。

　本展では、収蔵作品から、中村不折、池上秀畝、小坂芝田、江崎孝坪をはじめとする郷土ゆかりの作家と木内克、福沢一郎、

熊谷守一、平櫛田中などの原田コレクション作家、東京藝術大学との交流による作家など、明治・大正・昭和、そして現在

活躍する作家へと続く伊那の美の流れを紹介します。　　　　　　　　　
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0265-94-39360265-94-3666

t-bjk@inacity.jp

【出品作家 (50音順 )】有賀潤、池上秀花、池上秀畝、内田文皐、江崎孝坪

押元一敏、木内克、熊谷守一、小泉清、小坂芝田、斎藤清、高崎昇平

田中春弥、辻晉堂、戸田祐暉、中川紀元、中村琢二、中村不折、林武

原田政雄、張替正次、土方久功、平櫛田中、平沢喜之助、平松譲、平山郁夫

福沢一郎、細合秀穀 、前田青邨、宮田亮平、山岸主計、山口進、山本豊市


